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請願文書表

令和６年新城市議会３月定例会

受 理 番号 令和６年請願第１号

受理年月日 令和６年２月１５日

件 名 小中学校給食の無償化等を求める請願書

請願者の住所

及び氏名 学校給食を考える新城市民の会

共同代表 浅尾えいこ、白頭民子、森田公代

請 願 の 要 旨 請願の趣旨

新型コロナウイルス感染症拡大による経済低迷、物価高騰のもと給

料は上がらず、それらの影響を受ける子育て世帯への支援が切実に求

められており、今こそ学校給食の果たす役割が重要になっている。

｢義務教育は、これを無償とする｣（法第２６条）の原則に照らせば、

学校給食は｢学校教育の一環｣であり（文部科学省｢食に関する指導の

手引き｣２００７年）、｢学校教育における食育の推進を図る｣目的（学

校給食法）があり、当然、無償化されるべきものである。

文部科学省の調査では、全国４分の１の市町村で、少子化や子育て

支援を目的に給食費の引き下げや無償化が実施され、東三河では豊根

村が令和２年度から学校給食の無償化を完全実施している。

新城市議会の市への予算要望には、小中学校の給食無償化、有機野

菜での給食の実現、地元農家との契約で農業振興につなげることなど

が記され、こうした要望を実現するためには、国の責任によるサポー

トが重要だと考え、以下請願する。

請願事項

１ 国に、小中学生の学校給食費無料化を実現するよう要望すること

を求める。

２ 国に、有機野菜をこども園と小中学校給食へ導入すること、子ど

もたちに安心安全な学校給食を提供するよう要望することを求め

る。

３ 国に、こども園・小中学校給食食材については、地元産を最大限

取り入れ（地産地消）、市内農家・ＪＡなどの各団体・組織と連携

して、各地域での一次産業の農業を守るよう要望することを求め

る。

紹介議員氏名 浅尾洋平
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